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渡邊　啓貴

1. 授業の概要（ねらい）
フランスの近代以後の外交史を学び、現在のフランス外交・対外政策を理解できる授業にする。

2. 授業の到達目標
フランス外交の大きな政策や論争を軸に、たどっていく。日本の外交との大きなちがいを知ることになるが、同時にそこから
我が国の外交の在り方を考える大きなヒントがつかめるはずである。

3. 成績評価の方法および基準
レポート(60％)・出席(40％)で評価する

4. 教科書・参考文献
教科書
渡邊啓貴著　現代フランス外交史(近刊)　有斐閣
渡邊啓貴　アメリカとヨーロッパ　中央公論新書

5. 準備学修の内容
教科書を中心に授業を行うので、事前に授業の内容を読んでおくことが望ましい。

6. その他履修上の注意事項
学生との間でコミュニケーションをとりながら授業を行う。

7. 授業内容
【第１回】 フランス外交の自立と同盟外交
【第２回】 第三共和制の外交①　植民地拡大とドイツとの摩擦
【第３回】 第三共和制の外交②　帝国主義的覇権争い　三国協商
【第４回】 第三共和制の外交③　第一次世界大戦から両大戦間期のフランス外交
【第５回】 第三共和制の外交④　宥和政策と第二次世界大戦、ドゴールのレジスタンス
【第６回】 第四共和制の外交①　戦後復興と親米外交
【第７回】 第四共和制の外交②　植民地の喪失と欧州統合
【第８回】 第五共和制の外交①　アルジェリア戦争とドゴール外交
【第９回】 第五共和制の外交②　ドゴールの自立外交と欧州統合/独仏蜜月
【第10回】 第五共和制の外交③　ポンピドー・ジスカールデスタン時代の外交
【第11回】 第五共和制の外交④　ミッテラン・シラク時代の外交
【第12回】 第五共和制の外交⑤　ミッテラン・シラク時代の外交　
【第13回】 第五共和制の外交⑥　サルコジ・オランド大統領時代の外交
【第14回】 第五共和制の外交⑦　マクロン時代の外交
【第15回】 現代フランス外交のまとめ


